
年度の出荷実績で加重平均性能値（Ug値）は1.61W/㎡K
となっており、すでに達成していることが分かった。また
住宅を取り巻く状況としても、住宅トップランナー制度
の強化や「GX ZEH」の新設など、住宅や建築物に対して
より高い断熱性能が求められ、高性能なガラスへの移行
が急速に進んでいる。

こうした状況を受け、同ワーキンググループでは目
標基準値を上方修正する案が示された。新たな目標
基準値案では、断熱性能の加重平均性能値（Ug 値）を
2030年度までに1.52W/㎡Kに高めるとした。この数値
は、国内の戸建・低層共同住宅におけるほぼすべての一
般複層ガラスを、より断熱性の高い「Low-E 複層ガラ
ス」へと移行させるシナリオに基づいて算出した。

いる。その解決策の一つとしてオフサイト建築が注目さ
れたことがきっかけとなった。

今回、国会議事堂の敷地内に展示された木造応急仮設
住宅は、国産木材を使用し、被災地外の工場などで製造し
たユニットを被災地へ輸送・設置する「オフサイト建築方
式」によるもの。箱型木造ユニットを４連結した一戸建て
平屋の木造応急住宅で、間取りは２ＬＤＫ（約56㎡）。性
能面では、耐震等級３、断熱等級６、一般の木造住宅と同
等の耐久性を備えている。断熱・気密性能が高く、太陽光
パネル設置により年間を通じて電気代がほぼ不要になる。
バリアフリー対応の車椅子仕様で、洗面や入浴が可能な
設計となっている。車椅子不要時はトイレを小さくして
納戸などを追加し、間取りを変更することも可能だ。

コストについては、基本価格が１５００万円、輸送費込
みで１７００万円程度となっている。

経産省、複層ガラスのトップランナー基準を引き上げる方針
経済産業省が、建築材料等判断基準ワーキンググルー

プを開催、建材トップランナー制度の戸建・低層共同住宅
用の窓(複層ガラス)の目標基準値を見直す案を示した。

トップランナー制度は、市場で最も省エネ性能に優れ
ている製品を基準に目標値を設定し、事業者に対して目
標年度までの達成を求める制度。

現行の戸建・低層共同住宅の複層ガラスの目標基準値
は、2022年度のとりまとめで「2030年度に加重平均性能値

（Ug値）で1.67W/㎡K」と定められている。一方で、とりま
とめの際には、早期の目標達成に向けて概ね3年ごとに達
成状況を確認し、2030年度の目標年度を待たずに新たな
目標基準値を検討する方針が示されていた。

この方針をもとに達成状況の確認を行った結果、2023

衆議院議員有志から構成される「国産材を活用した応
急仮設住宅を推進する会」が、国会議事堂敷地内衆議院駐
車場で、オフサイト建築方式の木造応急仮設住宅の展示
会を開催した。

今回の展示は、復興住宅への転用・移築・再利用が可能
な木造応急仮設住宅について、国会議員、関係省庁、関
係団体、自治体、報道関係者に紹介する目的で実施され
た。現在国会で防災庁設置法案が審議中で、国難級の大
規模広域災害時における応急仮設住宅供給の課題解決策

や、都道府県単位
での対応限界を超
え、国の司令塔機
能による調整とプ
ッシュ型供給の必
要性が議論されて
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